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事 務 所 だ よ り  

 

 

平成３０年６月号 
  

～平成 30 年度も無料訪問支援の申込が開始されました～ 

従業員が育児や介護を理由に離職することなく、継続して働き続けられるよう、企業とし

て取組を行いたいとお考えの事業主の方のもとへ、育児プランナー・介護プランナーが訪

問し、無料でアドバイスを行っている厚生労働省の事業についてご紹介します！ 

 

「育児プランナー」による支援をご希望される事業主の方 

育児プランナーとは 

中小企業における育休復帰・経営支援のノウハウを持つ、社会保険労務士・中小企業診断士などの

専門家である「育児プランナー」が、「育休復帰支援プラン」策定マニュアルをもとに、育休復帰支援

プランの策定に係る支援を行っています。 

育休復帰支援プランとは 

中小企業が、自社の労働者の円滑な育休の取得及び育休後の職場復帰を支援するために、事業主が策定

するプランです。  

以下のような事業主の方、ぜひお申込みください。 

●出産予定の従業員がいて、産休・育休の前後をしっかりフォローしたい 

●育休を取得する男性従業員がいるが、どのように制度を整えたらよいか分からない 

●現在は、育休予定の従業員はいないが、社として備えておきたい 

「介護プランナー」による支援をご希望される事業主の方へ 

介護プランナーとは 

中小企業における仕事と介護の両立支援のノウハウを持つ、社会保険労務士・中小企業診断士などの専

門家である「介護プランナー」が、「介護支援プラン」策定マニュアルをもとに、職場環境整備と介護

支援プランの策定に係る支援を行っています。 

介護支援プランとは 

介護に直面した従業員が、仕事と介護を両立しながら安心して働くことができるよう、個々の従業員の

ニーズを踏まえた両立支援の取組を行うために、事業主が策定するプランです。 

以下のような事業主の方、ぜひお申込みください 

●介護に直面した従業員がいるが、休業などの制度を利用する予定 

●既に仕事と介護を両立しながら働く従業員がいるが、さらにサポートをしたい 

●上記のような従業員はいないが、社として備えておきたい  

※申込先は厚生労働省からの委託先である株式会社パソナとなります。 

検索サイトで「育児・介護プランナー申込み」と入力してください 

今年度、厚労省の育児プランナー

に任命されました！訪問支援し

ますので気軽にご相談下さい！ 

https://sugiyama-office.p-kit.com/
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  ママイイナナンンババーーのの確確認認もも併併せせてて行行わわれれるる  

平平成成 3300 年年度度のの協協会会けけんんぽぽのの被被扶扶養養者者資資格格再再確確認認  
 ～被扶養者状況リストとマイナンバー確認リストの提出期限にご注意を！～ 

協会けんぽでは、高齢者医療制度における納付金及び保険給付の適正化を目的に、健康保険

の被扶養者となっている人が、現在もその状況にあるかを確認するため、毎年度、被扶養者資格の

再確認を実施しています。 

 平成 30年度についても、6月上旬より確認のための書類が送付されることになりました。平成 30年度は、例

年の再確認に加えて、被扶養者および 70歳以上の被保険者のうち、協会けんぽが管理している基本情報と

住民票の情報が相違している等の理由から、マイナンバーの確認ができない人について、マイナンバーの確

認作業を同時に実施するとのことになっており、対象者がいる事業所に「マイナンバー確認リスト」が送付され

るとのことです。 

 被扶養者状況リストの提出期限は平成 30年 8月 17日ですが、「マイナンバー確認リスト」の提

出期限は平成 30年 6月 29日となっています。 

 

お遍路にて（病は気から）・・・～第 137 回～ 

 

毎年歩いている四国８８ヶ所のお遍路ですが、実は今年も１月４日から７日にかけて廻ってい

ます。しかし、今回は歩けないのではなく歩かない方が同行し、ほぼ車を使い、毎夜宴会のよう

に騒いでいましたので、なんにも気づきを得ることは有りませんでした。 

 この反省をもとに、次回は歩いてまわり、遍路宿で同宿した方々との交流を大切にするようなお遍路を企

画しています。すでに、お互いの安否確認のための同行希望者が３名ほどおられます。なかには、野宿で行

こう、と意気を上げてる方もいますので、来年は、お遍路で道々出会った方々やいろんなエピソードをご紹

介できると思います。 

「病は気から」それを実感するような出来事を最近も体験しました。 

私は蕎麦が大好きです。 

学生時代過ごした東京では、駅前やホームにある立ち食い蕎麦屋の常連でした。

社会人になって昼時になると探すのは蕎麦屋です。人吉でのこと、新蕎麦の時

期でしたので殻を取り除いた抜き実ごと製粉した玄蕎麦を注文しました。一口、

二口食べて、身体がぞわ～とする感覚があり、食いしん坊の私でもおかしいと

思い箸を置きました。その後も何度かチャレンジしましたが、同様の反応が出てしまい、ついに無縁であっ

た私が人並みに蕎麦アレルギーになった、と困ったように自慢したものです。しかし、アレルギー検査では、

年に１回食することが有るか無いかのアワビに若干の反応があるだけで、蕎麦には全く有りませんでした。 

 先生、曰く「病は気から、ですよ」 

 「お父さんは、いつも家にいるけど、働かなくていいの？」うつ病で永く苦しんでいた青年が、小さな子

供からの一言で、それまでの悩みを吹っ切りましたと報告してくれました。もちろん、彼に

添いながら治療をしてくれた医療関係者の献身があればこそのことでしょうが、「気持ちの

持ちよう」の変化も大きいと思います。 

 

  今月の格言  「気の持ちようでも、スリムに見えない鏡の我が身」 


